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（様式６-Ａ）Ａ. 雑誌発表論文による学位申請の場合 

 

      清水 崇寛 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 

 

 

題 目   Determination of diagnostic and predictive parameters for vertical mandibular invasion

 in patients with lower gingival squamous cell carcinoma: A retrospective study 

（下顎歯肉扁平上皮癌患者における下顎骨垂直浸潤の診断・予測因子の解析：後ろ向き研究） 

            Medicine(Baltimore) 101(49): e32206, 2022 

著者名 

     Takahiro Shimizu, Mai Kim, Citra R. A. P Palangka, Mai Seki-Soda, Masaru Ogawa,  

Yu Takayama Satoshi Yokoo 

                                

論文の要旨及び判定理由 

本研究では下顎歯肉扁平上皮癌（LGSCC）患者における下顎骨切除法を適切に選択する指標を

設定するために，病理学的垂直浸潤，すなわち骨髄浸潤への進行または皮質骨への限局と，臨床的

因子，形態学的および代謝的画像因子，腫瘍と骨の境界面における破骨細胞誘発サイトカイン(PT

HrP，IL-6，E-cadherin)，免疫チェックポイント分子(PD-L1)などの発現から，垂直的下顎骨浸潤の

診断・予測因子を明らかにすることを目的とした。 

下顎骨浸潤の有無に対しての診断・予測因子として統計学的解析の結果，腫瘍体積・糖代謝因子

であるMTV(Metabolic tumor volume)のみが独立した予測・診断因子として抽出された。さらに下

顎骨垂直浸潤、すなわち浸潤が皮質骨に限局するか、骨髄にまで進展しているかについての多変量

解析の結果，腫瘍体積・糖代謝因子であるTLG(Total legion glycolysis)のみが独立した予測・診断

因子として抽出された。いずれの解析においても臨床的因子，これまで報告されている腫瘍発現タ

ンパクは予測・診断因子において統計学的有意差は認められなかった。下顎骨浸潤診断においてC

Tと組み合わせて評価した結果，下顎骨浸潤の有無においてMTVはCT診断の補完因子として有用

であるが，下顎骨垂直浸潤の診断におけるTLGはCT診断の補完因子とはなり得なかった。 

本研究はLGSCCの下顎骨浸潤の診断・予測因子としてFDG-PETにおける腫瘍体積・糖代謝因

子の有用性を示した最初の報告であると認められ、博士（医学）の学位に値するものと判定した。

                             （審査年月日）令和5年1月27日 

   審査委員 

      主査    群馬大学教授（医学系研究科）                 

                 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野担任        近松 一朗  印 

 

      副査    群馬大学教授（医学系研究科）                 

                       消化管外科学分野担任        佐伯 浩司  印 

       

      副査    群馬大学教授（医学系研究科）                 

                    生体構造学分野担任        松﨑 利行  印 
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7. Texture analysis of [18F]-fluorodeoxyglucose-positron emission tomography/computed tomography  
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 (術後再発転移を来たしセツキシマブで治療した口腔扁平上皮癌の治療反応性における 
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  日本口腔腫瘍学会誌 34: 65-72, 2022. 
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